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S10b 2型セイファート銀河NGC2273の中心核付近の三次元分光観測
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我々は京都三次元分光器のMLA観測モードを用いて、近傍のセイファート銀河 53天体に対し、中心核付近
の三次元分光観測を行う計画を実行中である。この計画は、AGNの周辺に広がった電離ガスの励起の起源や運
動状態を、それらの空間的変化と共に調べることにより、それらの電離ガスとAGNの関係及びAGN そのもの
の性質を解明することを目的としている。サンプルはBTが 13.4等よりも明るい銀河のみを対象としている。こ
のためこのサンプルは活動性の比較的弱いAGNをも含み、また銀河の inclinationの影響の少ないものであるた
め、AGNの性質の統計的な議論をより正確に行うことができる。
今回の年会ではこの計画により得られたデータから、2型セイファートの中心核を持つ銀河である、NGC2273
の観測結果について報告する。観測により、1′′.3角の空間サンプリングで、銀河中心付近の約 5′′ × 5′′ の領域
に対する天球上の各場所毎のスペクトルデータを得た。スペクトルの波長域は、13Å の波長分解能で Hβ から
[S ii]λλ6716,6731までを、また 4Å の波長分解能で [O i]λ6300から [S ii]λλ6716,6731までを得た。観測時のシー
イングは約 1′′.5であった。
Hα線を用いて視線方向の速度場の測定を行ったところ、特に乱れた構造はなく、電波のH iによる観測から
得られた銀河全体にわたる速度場データの中心付近への内挿値と、良く合うものであった。
この銀河の中心部では、[O iii]λ5007は広がった分布を示さず、そこではHβ/[O iii]λ5007はセイファート的
な値を示す。Hα, [N ii]は広がった分布をしており、[N ii]λ6583/Hαの値は、セイファート核の光の混入のない
領域においては、H ii region的な値を示す部分 (0.6以下)と LINER的な値を示す部分 (0.6以上)が確認された。
このことから、中心核付近はセイファート核の周りをH ii regionと LINER的な部分が取り囲んでいる状態にあ
ると考えられる。


